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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 131,366 △4.7 13,204 △17.0 12,973 △15.4 9,095 △15.9

2024年３月期第３四半期 137,787 △8.2 15,905 △31.1 15,327 △30.4 10,812 △30.5
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 9,214百万円( △20.6％) 2024年３月期第３四半期 11,611百万円( △25.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 642.99 －

2024年３月期第３四半期 743.17 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 222,619 94,192 42.2

2024年３月期 219,988 89,785 40.7
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 94,017百万円 2024年３月期 89,534百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 100.00 － 100.00 200.00

2025年３月期 － 100.00 －

2025年３月期(予想) 120.00 220.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

2025年３月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当100円00銭 記念配当20円00銭

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 173,000 △4.1 18,000 △10.0 17,000 △11.1 12,000 △11.5 849.25
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 15,497,333株 2024年３月期 15,497,333株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 1,413,433株 2024年３月期 1,028,536株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 14,145,466株 2024年３月期３Ｑ 14,549,104株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、インバウンド需要の活性化や雇用情勢に改善の動きがみられ

るなど緩やかな回復基調にある一方、日米の金融政策に起因する円安や株価の乱高下の他、欧州・中東における地

政学的リスクの長期化、中国経済停滞に伴う影響など不安定な状況が続きました。

ステンレス特殊鋼業界におきましては、自動車や船舶等の輸送機器分野については堅調に推移しましたが、建築

事業における慢性的な人手不足による着工遅れや半導体製造装置向けの需要回復の遅れなどにより軟調な動きとな

りました。

当社グループの戦略分野である高機能材におきましては、天然ガス関連でのパイプライン・熱交換器やインドで

の火力発電所排煙脱硫装置向けといった環境・エネルギー分野での需要は堅調に推移しました。また苛性ソーダプ

ラントの設備寿命に対する交換需要の他、米国における家電製品向けシーズヒーター材やバイメタル材等の耐久消

費財分野においては底堅い需要環境となっております。一方、中国市場については多くの産業分野で回復の兆しが

みえず低調な状態が継続しました。

当社グループではこのような外部環境のもと、回復基調にある産業分野での需要取り込みに注力しながら「中期

経営計画2023」で掲げた施策を着実に遂行しつつ徹底したコストダウンに努めてまいりましたが、高機能材の販売

構成の影響等により前年同期比で収益が悪化する状況となりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の販売数量につきましては前年同期比14.4%増（高機能材5.4%増、一般材

17.3%増）となりましたが、売上高は前年同期比6,421百万円減の131,366百万円となりました。また、利益面につ

きましても、営業利益は前年同期比2,701百万円減の13,204百万円、経常利益は前年同期比2,353百万円減の12,973

百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比1,717百万円減の9,095百万円となりました。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループを取り巻く事業環境は、欧州・中東における地政学的リスクによる世界経済低迷の長期化、中国経

済の停滞に加え、米国新政権による外交政策が世界経済に及ぼす影響など依然として先行き不透明な状況が続いて

おります。

この様な状況のもと当社グループといたしましては、「中期経営計画2023」の主要施策にもとづき、脱炭素関連

等といった今後の成長分野や、天然ガス関連のパイプライン需要を中心とした環境・エネルギー分野における高機

能材拡販に向けた取り組みのほか、インド市場での営業力強化に向けた現地法人設立準備を進めてまいります。

一方、中国経済の停滞による需要減少の継続や半導体製造装置の需要回復の遅れ、輸入材の影響など今後も厳し

い状況の続くことが予想されますが、品質や納期といった客先要望への細やかな対応と徹底したコストダウンの継

続により、ロールマージンの確保と収益力強化に努めてまいります。

以上の情勢認識により、2024年10月31日に公表いたしました2025年３月期連結業績予想は変更いたしません。

また、配当予想につきましては、2025年に創立100周年を迎えるにあたり、１株あたり20円の記念配当を実施い

たします。これに伴い、期末配当額は１株あたり120円となります。詳細については、本日公表いたしました「配

当予想の修正（創立100周年記念配当）に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,034 10,819

受取手形及び売掛金 26,888 30,165

商品及び製品 14,730 14,005

仕掛品 32,907 33,055

原材料及び貯蔵品 16,469 16,997

その他 3,950 2,819

貸倒引当金 △172 △152

流動資産合計 111,804 107,708

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,727 14,989

機械装置及び運搬具（純額） 35,731 39,314

土地 36,432 36,362

その他（純額） 11,794 14,393

有形固定資産合計 98,683 105,059

無形固定資産 2,278 2,939

投資その他の資産

投資有価証券 6,217 6,129

その他 982 770

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 7,184 6,884

固定資産合計 108,146 114,882

繰延資産

社債発行費 39 28

繰延資産合計 39 28

資産合計 219,988 222,619
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,883 19,911

設備関係支払手形 1,137 1,715

短期借入金 31,832 39,738

1年内償還予定の社債 5,000 －

1年内返済予定の長期借入金 5,207 5,675

未払法人税等 828 1,217

賞与引当金 1,478 727

環境対策引当金 83 27

その他 8,310 7,909

流動負債合計 76,758 76,918

固定負債

社債 8,000 8,000

長期借入金 27,817 24,704

退職給付に係る負債 10,559 10,912

環境対策引当金 248 175

金属鉱業等鉱害防止引当金 6 6

事業整理損失引当金 22 22

その他 6,792 7,689

固定負債合計 53,444 51,508

負債合計 130,203 128,426

純資産の部

株主資本

資本金 24,301 24,301

資本剰余金 9,542 9,542

利益剰余金 53,892 59,953

自己株式 △3,231 △5,057

株主資本合計 84,504 88,739

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,919 2,759

繰延ヘッジ損益 16 33

土地再評価差額金 1,585 1,790

為替換算調整勘定 509 696

その他の包括利益累計額合計 5,029 5,278

非支配株主持分 252 176

純資産合計 89,785 94,192

負債純資産合計 219,988 222,619
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 137,787 131,366

売上原価 112,205 108,070

売上総利益 25,582 23,297

販売費及び一般管理費 9,677 10,093

営業利益 15,905 13,204

営業外収益

受取配当金 188 374

固定資産賃貸料 97 98

為替差益 194 126

その他 85 141

営業外収益合計 564 738

営業外費用

支払利息 483 517

その他 660 451

営業外費用合計 1,143 968

経常利益 15,327 12,973

特別利益

固定資産売却益 18 2

特別利益合計 18 2

特別損失

固定資産売却損 － 109

特別損失合計 － 109

税金等調整前四半期純利益 15,345 12,866

法人税等 4,532 3,725

四半期純利益 10,812 9,141

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 45

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,812 9,095
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 10,812 9,141

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 693 △160

繰延ヘッジ損益 △66 17

為替換算調整勘定 171 216

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △0

その他の包括利益合計 799 73

四半期包括利益 11,611 9,214

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11,611 9,139

非支配株主に係る四半期包括利益 0 75
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下、「2022年

改正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算

定した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引

等に応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計

上された法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対

応する税額を損益に計上することとしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又

はその他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を

算定することが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下、「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、適用初年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の適用初年度の累積的影響

額を、適用初年度の期首の利益剰余金に加減するとともに、対応する金額をその他の包括利益累計額に加減して

おります。

この結果、当第３四半期連結会計期間の「利益剰余金」の当期首残高が17百万円増加し、その他の包括利益累

計額の「その他有価証券評価差額金」の当期首残高が同額減少しております。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、前連結会計年度の「利益剰余金」が47

百万円増加し、固定負債の「その他」が同額減少しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年12月31日）

当社グループは、ステンレス鋼板及びその加工品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2024年４月１日 至2024年12月31日）

当社グループは、ステンレス鋼板及びその加工品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

前第３四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

減価償却費 3,777百万円 4,266百万円
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３．補足情報

2025年３月期 第３四半期連結累計期間 損益実績 （単位：億円）

2024年３月期

第３四半期

連結累計期間

2025年３月期

第３四半期

連結累計期間

前年同期比

売上高 1,378 1,314 ▲64

営業利益 159 132 ▲27

在庫評価損益

上記除く営業利益

▲20

179

▲16

148

4

▲31

経常利益 153 130 ▲24

親会社株主に帰属する

四半期純利益
108 91 ▲17

平均為替レート（円／US$） 143.29 152.57 9.28

平均Ni-LME価格（US$／LB） 9.06 7.66 ▲1.40

＜部門別販売量（単体）＞ （単位：千トン）

2024年３月期

第３四半期

累計期間

2025年３月期

第３四半期

累計期間

前年同期比

高機能材部門（単価：円／kg） 29 (2,096) 30 (1,671) 2 (▲425)

一般材部門（単価：円／kg） 94 (609) 111 (556) 16 (▲54)

＜在庫評価損益を除く営業利益の変動要因分析＞ （単位：億円）

影響金額

高機能材部門販売量 7

一般材部門販売量 31

販売価格 ▲179

原料他コスト 108

関係会社・他 2

合計 ▲31
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2025年３月期 第３四半期連結会計期間 損益実績 （単位：億円）

2025年３月期

第２四半期

連結会計期間

2025年３月期

第３四半期

連結会計期間

前四半期比

売上高 422 425 3

営業利益 37 47 10

在庫評価損益

上記除く営業利益

▲3

40

▲5

52

▲2

12

経常利益 31 47 16

親会社株主に帰属する

四半期純利益
22 33 11

平均為替レート（円／US$） 149.38 152.44 3.06

平均Ni-LME価格（US$／LB） 7.37 7.26 ▲0.11

＜部門別販売量（単体）＞ （単位：千トン）

2025年３月期

第２四半期

会計期間

2025年３月期

第３四半期

会計期間

前四半期比

高機能材部門（単価：円／kg） 10 (1,634) 10 (1,590) 0 (▲44)

一般材部門（単価：円／kg） 36 (575) 36 (559) ▲1 (▲16)

＜在庫評価損益を除く営業利益の変動要因分析＞ （単位：億円）

影響金額

高機能材部門販売量 1

一般材部門販売量 ▲1

販売価格 ▲10

原料他コスト 24

関係会社・他 ▲2

合計 12


